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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
→　より人間の生活に係わる影響に置き換える．

最も取水量が大きい農業用水を軸に，水資源評価　
既往研究：河川流量，農業（取水時期や量）がどう気候変動により変化するのか
通常，渇水があると，都市用水のリスクを緩和するために，農業を中心に取水制限がかけられる
将来気候において，どれくらい取水制限の頻度，期間，割合が変化するのか？
ただし，
あまり頻度が増えてくると，用水配分に関する作業的なコストが大きくなる
農業に不可欠な時期（代かき）に取水制限がかけられると，農業の生産リスクにも直結する
他の分野（都市用水，ダム運用），農業分野，との相互関係を含めた影響評価・適応策の策定を目指す．
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